
sypifolia，Jatrophaurens，Kamala，rｏｐｈａｇｏｓnerifolia，Euphorbiapeplus，Euphorbiapilulifera）

Euphorbiapolycarpa，Euphorbiaprostata，Euphor-

biavmosasinesnvestris，Euphorbiaresinifera，Hura

brasiliensis，Huracrepitans，Jatrophacurcas，Jat‐

Mercurialisperennis，Mercurl-Mancinella venenata，

Phyllanthusnlruri，Ricinuscommunls，alisannua,

Stillingiasy lvatica

Cuprummetallicum銅Ｃｕ［平滑筋,横紋筋の有痛性痙箪］
lH塩預霧1,西wIITJ宙

鰯ｶﾞｻﾞ
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Copper-Cu
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CuprummetaUicumは，原子番号２９番，原子量

6355の銅です．Copper（銅）の名の111来は，古代ギ

リシアでは女神ビーナスの生地といわれる，キプロス

島Cyprus（Kupris）で発見されたことから来ていま

す．銅の結晶は，赤色の面心立方格子を取り，展性．

延性に富んでいます．また，銀に次ぐ熱電気の伝導

性をもっています．

国では，金，銀とともに三品と呼ばれていました.黄

金（金），白金（銀)，赤金（銅)，黒金（鉄)，脊金

(鉛）という，五色の金の中にも数えられていました．

現代でも，建築)11配管・資材，ＯＡ機器，自動車，

家電製品，送電線，新幹線，ロケットにまで，銅は必

要不可欠な素材として利用されています．貨幣も1円

玉以外は，すべて銅が使われています．亜鉛との合金

は真鐡として，錫との合金はブロンズとして知られて

います．セラミック超伝導体にも，銅が混合されてい

ます．また，電気をよく通す性質と価格の安さから，

ケーブルとして世界中に張り巡らされています．

銅は多くの食品にも微量元素として存在し，動物の

体内で行われる代謝を作用させるために非常に重要な

微量元素の１つです．ヒトの体内銅総量は７０～

150ｍｇで，銅蛋、の成分として存在しています．新

生児では成人より体重当たり３倍の高濃度で，７，８歳

で成人値になります．各臓器中の同体積当たりの濃度

は肝がもっとも高く，脳，心，腎の順に分布していま

す．体内総fl1jIl身では，約50％が臓器量の大きい筋肉と

骨に存在し，）H2には約１０％が存在しています．また，

赤血球や胆汁，血清にも多く含まれています．

１日あたりの食物｢Iiの銅は２～３ｍｇとされていま

す．摂取したうちの約半分が十二指腸と胃で吸収さ

れ，アルブミンやセルロプラスミンなどの蛋白質と

結合して，多くはセルロプラスミンと結合した形にな

ります．そして，血液を通して全身の諸臓器に必要量

が分布し，過剰な銅は肝から胆汁中に排泄され，体内

平衡を保っています．

銅の生体での役割としては，骨の形成，結合組織の

形成，ヘモグロビンノk成，鉄の吸収促進，生殖の維持，

酸化還元反応の補助,メラニン色素の形成再生力維持，

免疫性体系の機能維持などには欠かせないミネラルで

す．また，銅には動Ⅲ蘭匝化や心筋梗塞を予防する効果

があります．

国

銅を含む鉱石としては，単体の自然銅のほかに，黄

銅鉱（chalcopyriteCuFeS2)，赤銅鉱（cuprlte

Cu20）などがあります．銅はアメリカ，ロシア，チ

リをはじめとして世界中の銅鉱山で採取され，その鉱

石は鮮やかな色で，青や緑，赤，紫とさまざまな色の

幅があります．

銅は，鉄に次いで多くの用途に使われています．銅

を利用した歴史は非常に古く，紀元前8800年頃の物

と推定される銅細工が，イラク北部で発見されていま

す．紀元前5000年頃には，アラビア北部で銅を精錬

していた証拠が発見されています.その後の時代では，

青銅を使ったものが各地で多数発見されています．

Ⅱ本でも古くは，銅鏡，銅鐸，’1本ilfIl｢の貨幣「和

同開弥」などに使用されていました．また，日本や中



銅は酵素の一部として働きますが，その代表的なも

のには，リジル酵素やアミン酸畔素などがあります．

これらの酵素は触媒として血管の'１１で働き，とくに結

合組織には重要です．銅酵素は酸素の述搬，電子伝達，

酸化還元の触媒として働くもので，１０数種類あるこ

とがわかっています.そのうちのセルロプラスミンは，

血中で芳香族ジァミンを酸化しうるｌ１ｌｋ－の酵素であ

り，鉄代謝にも関与し，二価の鉄を三Ｉｉｌｉの鉄とする機

能があり，鉄が-'一分存在しても，銅不足のために鉄欠

乏性貧血に似た貧血を起こすことがあります．

また銅が欠乏するとほかにも，乳幼児の下痢，骨の

異常，血管系の異常，皮膚のメラニン色素異常，好１１１

球減少，白髪などになります．

動物の種類によって，銅による必要lTtや代謝が大き

く変わります．たとえば，牛や羊は銅を体内に半年程

度蓄積しておけますが，馬は２週''１]が限度だと言われ

ています．犬の場合には犬種によっても違うことがあ

ります．そのため牛や羊では，中澁を起こしやすく，

馬では起こしにくいということになります．犬のベド

リントンテリアでは，先天的な銅蓄積症が認められて

います．

また動物種によって，銅を運ぶアルブミンの構造が

異なっているために，結合力も変わってきます．例を

上げると，人や牛のアルブミンのアミノ配列の３番｢１

にはヒスチジンがありますが，犬ではチロシンになっ

ています.そのために銅イオンの結合力が犬では弱く，

flilの述搬能力が低いことになります．したがって，銅

のままで体内に蓄積されやすいと言えます．

銅はその抗菌作用から，1880年代まで医師によっ

て創傷治癒のための塗布薬として使用されていた反

in，銅は長い歴史の中で銅細工師たちにより’その毒

性がよく知られていました.銅の過剰による中毒では，

過剰な銅が各臓器，とくに肝臓や脳に沈着することか

ら，次のような症状が現れます．

急性中毒症では，吸入した場合には，呼吸器系の粘

膜を刺激して炎症を起こすほか，発熱や頭痛筋肉痛

を起こし，口腔内に金属の味がします．経'。の場合は，

急性胃腸炎となり，摂取直後にlllliIl1kが始まり，銅の味

の唾液が多量に出ます．また，腹部にｿiii痛が起こり，

下痢をします．下痢は，血便になることもあります．

摂取量が多い場合には，溶血性貧IILを起こし，急性中

瀧性肝炎，問質性腎炎を引き起こします．神経症状で

は，ふるえ，郷踏病，協調運動失iiM，幻覚や妄想，痙

雛発作,麻蝉となり，量が多ければ致死的となります．

慢性銅中毒症は，咳や下痢，消化吸収不良による栄

養失調となります．皮膚の銅過敏症や肝硬変，黄疸な

どが起こります．神経系の銅沈着では，記憶力の低下，

情緒不安定，無気力，うつ病，統合失調症，ふるえ，

舞踏病，協調述動失調，言語障害，行動異常などがあ

ります．ⅡRには，角膜周囲に銅が沈着して，１ｍｍ程

度の緑黄色～黒緑褐色の着色がみられるケースもあり

ます．その他の症状としては，無月経，習慣性流産，

血尿，腎不全などが報告されています・

先天性遺伝病であるメンケス病は，脱色しやすい毛

髪の異常，骨，１１K，筋肉，血管，ネ'１１経系の異常，発育

異常などの多川]な症状を示します．この疾患では，毛

髪，脳ﾈ''１経，肝臓，血清などで著しく銅含有量が低く

なっています．その一方で，消化管や腎臓組織では，

銅が過剰に沈ｵｷしていることがわかっています．これ

は銅の細胞膜の透過を調節している酵素である，flI結

合性ＡＴＰアーゼ欠損症が原因になっています．つま

り，消化管から取り込まれた銅が，他の組織に輸送さ

れることができなくなる疾患です．

また，先天性疾』患であるウィルソン病では，銅を輸

送するための蛋白質であるセルロプラスミンをつくる

ことができないことから，銅の輸送ができずに，肝臓

などの組織に過剰に銅が蓄積されてしまいます．通常

のおよそ100倍にも上る銅が蓄積されてしまいます．

銅は，肝)１１，１蝿腎１Ｍ(，脳に蓄積するほかにも，メ0膜に入

り込み，眼球に緑色や茶色のリングを形成します．こ

の治療には，ＢＡＬ，ＥＤＴＡ，ＤＴＰＡ，ペニシラミン

などの銅に強く結合する化合物が用いられてきました

が，近年ではトリエンが使われるようになりました.

遺伝的にfliil代謝障害を起こすＬＥＣ（ロング・エバ

ンス・シナモン）ラットがいます．このラットは，綺

麗なシナモン色をしていますが，生まれつき銅が蓄積

するために，さまざまな銅中毒症状を起こして死亡し

ます。約50％のラットは，生後４，５か月で黄疸が顕

著になり，リlき続き急性肝炎を起こして死亡します．

残りのラットは，慢性肝炎，肝硬変，肝臓癌へと進行

して死亡します．これは銅‐メタロチオネイン蚕''１質

と銅が結合するために起こることがわかっています．

この銅結合は，人の肝臓癌においてもみられます（メ

タロチオネイン蛋白質には,銅のほかにもカドミウム，

亜鉛など７種類の金属がその分子中に含まれていま

す．分子１，t約7000の蛋白質です．システイン残基を

非常に多くもっています)．

丙
。

OMATERlALD

銅を乳糖と混ぜてすり潰し，水に十分に溶け込むま

で細かくしたもの

【FlRSwFPROylN鰍】

ハーネマン（｢ChronicDiseasesJ第３版，1834）



〔MINDD

Constitutionalタイプとしては，其面11で，自己批

判をしやすく，内向的で，強く抑えている激しい感情

をもっています．この激しい感情を表に出さずにコン

トロールするために，感情を閉ざしがちになります．

このタイプに特徴的な痙鑿は，このlid<閉ざした感情

の歪みから発生します．思春期に性欲を抑圧すること

から，問題が始まることがあります．

責任感が強く，規則をしっかりと守るタイプですの

で，他人が規則を無視するようなことがあれば怒りま

す．すべて規則に基づいて，物事をコントロールしよ

うとします．これは警察官が法律を遵守し，他人を取

り締まるかのようです．面白いことに，英語の口語で

警察官のことをcopと呼ぶことがありますが，これは

背の警察官の制服のボタンが，銅copperでできてい

たことに由来します．

さらにこのタイプは，非常に勤勉であり，仕事が終

わるまでは，休む時間もつくらないほど忍、強く働き

続けることがあります．そして，その評価も高くして

もらいたいと思っています．人に何かを教えることは

好きですが,自分よりもうまくなることは許しません．

非常に寒がりですが，冷たい水を飲むのが好きです．

Cuprummetallicumタイプの子供は，感情が不安

定で，怒鳴ったり，唾を吐いたり，凶暴になることが

あります．衝動的感情を強く抑圧することがあり，人

が近づくのを嫌がり，自閉症になることもあります．

怒りで顔が青くなるまで息を止めてしまうことがあり

ます．行動も不安定に変わることがあり，従順になっ

たり，わがままになったりします．成長していくとあ

まり家族に対して感謝の気持ちをもたず,それよりも，

ｎ分の能力を超える地位，父を超えようと考えていま

す．火を怖がることがあります．

・前胸部病：痙獺を伴います．

・てんかん：指先や足先から全身に広がる筋肉の痙箪

を伴うてんかんに使います．てんかん発作中は，顔

色は青くなり，チアノーゼになります．てんかん発

作の直前に，’三|が見えなくなることがあります．

・子供の熱性痙箪：脳障害を起こしにくくすることが

可能です．

園平滑筋の痙塗

・腹部のりiii痛：強い平滑筋の収縮による痛みがありま

す．動くことで悪化します．吐き気や下痢，嘔吐を

伴うことがあります．

函呼吸器系

・喘息，百'二|咳：努力性の呼吸で顔が青ざめて口唇が

青くチアノーゼを起こします．金属の味が舌にする

ことがあります．冷たい水を飲むと楽になります．

・呼吸困難：夜中の３時頃に突然窒息感が起こりま

す．精ﾈ[IillOなストレスで悪化します．

・気管軟化症

■その他

・過労からくる疲労にも使います．

・頭痛，片頭痛：鼻の付け根が痛くなります．頭に何

かを巻きつけると楽になります．

・脳炎，髄膜炎

・てんかん

・情緒不安定：突然攻繋的になることがあります．精

神的に鈍磨です．Ifl閉症ぎみのことがあります．

・不眠症

臼

qAFFINITY，

主に神経系です．とくに疲労しているとき，病後，

lljlilllf不足，精神的ストレスなどが，引き金になること

があります．

【CLlNICALAPPLICATlONS】

【MODALlTY】

巨冷たい飲物，発汗

自署い気候，触られること，嘔吐，感情の抑圧，妊

娠、新川夜など

鬮枇紋筋の痙撃

・足の指先から始まって踵，ふくらはぎにいたる筋肉

の痙箪（指先も昨夜起こります．とくに高齢者に

多く見られます．筋肉の痙蕊は，IljlNlIflIiや性交中な

どに発現しやすい傾向があります．

・しゃっくり，咽頭部の痙撃：冷たい水を飲むと楽に

なります．

・顔面筋の痙華，眼瞼の間代性筋痙箪．チック

qRELATlONSO

Antidotesとして，Belladonna，Heparsulpher，

Camphoraがあります．銅は微量元素として動植物に



ｕｍ，Ｃｕｐｒｕｍaｍｍｏｎｌａｅｓｕｌｐｈｕｒｉｃ ａｒｓｅｎｌｃｏｓｕｎｌ，
含まれていますが，Dulcamara，Staphysagrla，

Coniumをはじめとするいろいろな植物や，Limulus

のような蟹の中に多く含まれています．

CuprumbromatUm，Cuprumcarbonicum，Cuprum

cyanatum，Cuprumfluoratum，Cuprumiodatum，

Cuprumlacticum，Cuprummuriaticum，Cuprum

nitricum，Cuprumoxydatumnigrum，Cuprumphos‐

phoricum，Cuprumsulphuricum，Cuprumsilicatum
i

纐主なCuprumのレメデイ

Cuprummetallicum，Cuprumaceticum，Cuprum

Curareクラーレ［筋肉麻煉］

IMlj’

ChondodendrontomentosumRl'izFlT1dPav

Chondodendronplatyphyuum，Strychonstoxifera

ilI翻鱸i蕊､霞l;li園NE1M瞳|； ､an，Upastieute，そしてＣｕrareです．はじめの４つ

は，東南アジア周辺が原産で，いずれもその成分にス

トリキニーネを含んでいます．

Ｃｕrareだけは南米原産で，インドールアルカロイ

ドが主成分になります．そのため，はじめの４つの

Strychonsは筋肉の収縮反射に関連しますが，クラー

レはまったく逆の作用になります．Ｃｕrareという名

称は，現地のインディオの言葉ウーラリwourali「烏

を殺す」という語に由来しています．インディオの言

葉は，場所によってwoorar1，wooraki，curara，

woorara，urari，hooralLoorariなどと発音するよう

です．

南米の先住民インディオたちは，狩猟に使う矢に，

伝統的な方法で，この樹木の樹皮や根を煮つめてでき

た，黒褐色の樹脂状のものを塗りつけます．この植物

を焼いたり煮つめるときに出てくる蒸気を吸い込んだ

だけでも，非常に毒性が強いと言われています．イン

ディオの部族の多くは，クラーレの製造過程で，クモ

やサソリ，蟻といった昆虫類やヘビなどの爬虫類の添

加物を取り入れます．

この矢毒は，世界３大矢毒の１つと言われています

(クラーレ，トリカブト，ソトロファンツス)．現在で

も，オリノコ河流域のインディオたちが，この矢毒を

使った狩猟をしているのが確認されています．部族に

よっては，ほかの植物を加えたり，毒嶬を混ぜたりす

ることもあるようです．このクラーレ毒は部族によっ

て，また保存する容器によって，名称がいろいろあり

ます．瓢箪に入れたカラバシュクラーレcalabash-

curare（主にベネズエラのオリノコ河流域)，竹筒に

入れたツポクラーレtubo-curare（ペルーやブラジル

地方)，土器に入れたポットクラーレpot-curare（ギ

Ｃｕrareは，南米原産のツヅラフジ科のChondoden‐

drontomentosum，Chondodendronplatyphyllum，

マチン科のStrychonstoxiferaなどの樹皮の抽出物，

クラーレです．

、

StHychno微toxWcr臼R③H･Scllpmb.⑥xB白ntI1.

Chondodendrontomentosumは，ツヅラフジ科の

蔓性樹木で，南米のペルーからブラジルにかけて自生

しています．蔓は樹木のように大きく成長し，多数の

小枝を出します．葉はハート型です．花は白い６枚の

花弁をもち,花後には紫色の実がぶどう状になります．

Strychonstoxiferaは，マチン科の蔓性の低木で，

南米のギアナからベネズエラにかけて自生していま

す．葉は先端が尖った楕円形で，葉や枝に細かい繊毛

が生えています．

ホメオパシーでは，５つのマチン科Strychonsの植

物が使われています．Nuxvomica，IgnatiaHoang


